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研究成果の概要（和文）：　本研究では，初等教育教員養成課程で学ぶ大学生が，外国語活動を担当することに対して
抱いている不安を軽減し，自信を高めるために(1) 外国語活動の指導に必要な英語力の育成を目指した「指導者として
の英語スピーチ」(2) ALT役の外国人英語話者とのT.T.による模擬授業，の2つの方策の効果を明らかにすることを目的
とした。
　上記2実践の事後に参加者の外国語活動指導への不安や自信を調査した結果，2実践とも好意的に受け止められ，自信
も向上したものの，指導への自信を高めるためには学級担任としての英語の話し方を学ぶだけでなく「一般的な英語力
向上感」が重要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）： This reserach aimed to investigate the effect of the following two practices 
which targeted to enhance pre-service elementary school teachers' confidence in teaching English. (1) The 
effect of speech practice imaging elementary school pupils as listeres with the aim of learning the 
approoriate ways to speak for learners with limited English knowledge. (2) The effect of mock lessons 
with ALT who is the native speaker of English.
 After the implementarion of the above mentioned practices, the post questionnaires were conducted. From 
the result, it was found that both practices were regarded meaningful by students and their confidence 
level was improved, however not only learning how to speak to elementary school children but improving 
their English proficiency itself is importatnt to enhance their confidence in teaching English. So, it is 
advised for teacher education to give more chance of practicing English itself along with how to use to 
young novice learners.

研究分野：英語教育

キーワード： 小学校　外国語活動　教員養成　英語力　自信　ティーム・ティーチング　模擬授業
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１．研究開始当初の背景 
 小学校に新しく導入された外国語活動の
円滑な指導のためには，その指導者の養成，
研修が重要となる。 
 外国語活動では児童は初めて英語の触れ
ることになるが，母語以外の言語を学ぶ際に
は「分からない」という不安が生じることが
予測される。外国語活動における児童の不安
に関する先行研究では，不安を強く感じてい
る児童は人前で間違ってしまいそうな場面
等で発言を回避するなどの消極的な対応を
取りがちであることが明らかになった。また，
不安を強く感じている児童は，教師からの支
援をより求める傾向にあることも分かり，児
童の不安な気持ちに対する指導者からの適
切な支援が求められることが示された（松宮，
2010，2012）。 
 このような「児童の不安」に適切に対応し
ていくためには，子どもたちが安心して学べ
る授業づくりが求められるが，その主たる担
当者となる学級担任教員の多くも実は外国
語活動の指導に不安を感じていることが明
らかになっている（ベネッセ，2007b，2011b；
水田，2010）。 
 不安を感じ，自信が持てない時，私たちは
その原因となるものを避けるなどの消極的
な行動をとりがちである。しかし，小学校教
員が外国語活動指導を「自信がない」と避け
ていては，児童が安心して，楽しく学べる外
国語活動を行うことは困難である。だからこ
そ，教員自身が指導に対して自身や有能感を
持つことが，児童の学びのために非常に重要
であると考える。 
 では，現職教員の感じている不安の実態と
はどのようなものであろうか。先行研究から
は現職教員の多くが，「自分自身の英語力（発
音，流暢さを含む）」を不安，あるいは課題
と感じていることが明らかになっている（西
崎，2009；ベネッセ，2007a，2011a）。しかし
ながら，英語力向上を目的とした研修は十分
に実施できていない実情がある（日本生涯学
習研究所，2011a，2011b）。また，導入への準
備段階が終了し，外国語活が全面実施された
今日では，研修の機会自体が減少していると
いう課題もある（日本生涯学習研究所，2012）。   
 このように現職教員の多くが，指導に不安
を覚えながらも，十分な研修の機会を得にく
い状況がある。将来の小学校教員を目指す学
生たちも，現場に出た後には，自らの力で指
導力を伸ばしていくことが求められる。そこ
で，現場に出るまでに時間的な余裕がある教
員養成課程で，指導への不安を軽減できるよ
うな取組みを行い，その取組みを自律的に継
続することで，外国語活動を率いて行けるよ
うな教員になるよう指導することが重要と
考える。 
 小学校教員を目指す学生の外国語活動を
担当することへの不安を調査したところ，最
も不安なことの第 1位は「自分の英語力」で
あり回答者の半数以上が英語力に不安を感

じていることが明らかになった。この調査の
協力者である学生には，外国語活動の指導で
は学級担任が高い英語力を備えていること
は必ずしも必須ではないことは伝えてあっ
たが，それでも多くの学生が最も不安なこと
として英語力を挙げた。この結果は，現職教
員の不安の実態と通じるものである。現職教
員への研修では英語力向上を目指した研修
に十分な時間をとることが困難な実情があ
るからこそ，教員養成課程での取組みが期待
される。 
 また，英語力の他に多くの学生から不安の
声が挙がった項目 ALT との打ち合わせやテ
ィーム・ティーチング（以後 T.T.と表記）が
あった。ALTとの T.T.は多くの小学校で行わ
れていることであり，T.T.への自信を高める
ことも重要な課題と考える。 
 以上のことから，小学校教員を目指す学生
の「英語力」および「ALTとの T.T.」への不
安を軽減し，指導への自信を高める方策を検
討することを重要課題として設定した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，初等教育教員養成課程で学ぶ
大学生が，外国語活動を担当することに対
して抱いている不安を軽減し，自信を高める
ための 2つの方策の効果を明らかにすること
を目的とする。具体的には，学生の不安実態
に基づき，次の 2つの指導実践の効果を検証
する。 

(1) 外国語活動の指導に必要な英語力の
育成を目指した「指導者としての英語
スピーチ」 

(2) ALT役の外国人英語話者との T.T.によ
る模擬授業 

 
３．研究の方法 
 (1)「外国語活動の指導に必要な英語力の育
成」を目指した「指導者としての英語スピー
チ」の効果検証のため，外国語活動指導に関
する演習科目において 4回に渡ってスピーチ
練習を実施し，事後の不安および指導への自
信の実態を質問紙により調査した。 
 本研究におけるスピーチとは単に流暢に
話せればよい，というものではなく，学級担
任が外国語活動において児童に話しかける
場面を想定し，「児童に伝わる」スピーチと
なるよう話し方の工夫をするよう求めた。参
加者は初等教育教員養成課程に在籍する大
学 2年生 127名であった。 
 スピーチ練習は以下の手順で実施した。 
①スピーチシートの準備 
自宅での事前課題としてスピーチシートを
用意させた。原稿本文の他に，分かりやすく
伝えるための工夫をメモする欄と聞き手で
ある児童（実際には学生が児童役を担当し
た）とのインタラクションを通して理解状況
を確認する為の質問を記入する欄を設けた。 
②スピーチ練習 
スピーチは 4人グループで行い，タブレット



端末を用いて録画した。スピーチ終了後には
話し方，分かりやすさ等についてコメントし
あった。グループ全員の発表後には録画した
映像を全員で確認し，次回への課題を確認し
た。 
③原稿添削 
スピーチ原稿は毎回回収し，英文の添削を行
うとともに，ふり返りに対してコメントを行
った。 
 上記の流れでスピーチ練習を 4週連続で実
施し，4 回分の各参加者のスピーチ映像を
DVDに入れて返却した。その映像を確認した
上で，質問紙調査に回答することを求めた。 
 質問紙はスピーチ練習の効果についての
自己評価を求める 9つの質問で構成され，「強
くそう思う」～「全くそう思わない」の 5段
階で回答を求めた。その後，各項目について
肯定的に評価する点と否定的に評価する点
の両方を自由記述で回答させた。たとえば，
「1 分間スピーチは（一般的な）英語力の向
上に役立った」という質問項目に対しては
「具体的にはどんな点で英語力の向上に役
立ったと思いますか（肯定的）」と「英語力
の向上に役立たなかったと思うのはどんな
点（理由）ですか（否定的）」の 2 つの自由
記述欄を設けた。この肯定的記述と否定的記
述は，5 段階評定でどう評価したかに関わら
ず思うところがあれば，双方ともに記述する
よう求めた。つまり，「役立った」の質問項
目に対して「強くそう思う」を選択していた
としても，「この点は役立たなかった」と思
う部分があれば，否定的な記述ができるよう
にした。 
 
表 1 質問項目と平均評定値 
質問項目 平均値 

1．楽しかった 3.7 
2．一般的な英語力の向上に役立った 3.7 
3．学級担任としての英語力の向上に役立った 4.0 
4．自信がついた（不安が減った） 3.1 
5．負担だった（反転項目） 2.7 
6．原稿の英文訂正は役立った 4.2 
7．友達からのコメントは役立った 3.7 
8．友達のスピーチを見ること・聞くことは役
立った 

4.3 

9．タブレットで映像をその場で確認すること
は役立った 

4.1 

 
 ほとんどの項目において否定的回答の割
合は 10%以下であり，「一般的な英語力の向
上に役立った」で 68.0%，「学級担任として
の英語力の向上に役立った」で 86.1%が肯定
的な回答（「強くそう思う」「そう思う」の合
計）をしており，本実践は特に履修者の「学
級担任としての英語力向上感」に役立ったと
理解できる。また，具体的な実施方法に対し
ては，「原稿の英文訂正は役立った」で 88.4%
「友達からのコメントは役立った」で 66.9%，
「友達のスピーチを見ること・聞くことは役
立った」で 97.5%，「タブレットで映像をそ

の場で確認することは役立った」で 82.5%が
肯定的に回答しており，本実践の工夫もおお
むね好意的に受け止められていたこと分か
る。ただし，「友達のスピーチを見ること・
聞くこと」が非常に高く評価された一方で，
「友達からのコメント」を役立ったと感じた
学生が 66.9%にとどまったことは，今後の実
践の方法を考える上で注目すべき反省点と
考える。 
 また，「自信がついた（不安が減った）」
に関しては，肯定的な回答（すなわち，「強
くそう思う」と「そう思う」の合計）が 39.3％
にとどまっており，否定的な回答も 27.8%存
在した。したがって全般的に 1分間スピーチ
練習は役立ったという評価を得たものの，必
ずしも自信や不安の軽減につながったとは
いえないことが明らかになった。 
 さらに 1分間スピーチ全体について尋ねて
いる項目 1～5（表 1）の評定値について相関
係数を算出した。なお，肯定的な回答に偏っ
ていたため，スピアマンの順位相関係数を使
用した。興味深い結果として一般的な英語力
向上と自信の間に有意な正の相関がみられ，
学級担任としての英語力向上と負担感の間
に有意な負の相関がみられている点が挙げ
られる。このことは，一般的な英語力と学級
担任としての英語力を学生自身が区別して
いることに加え，その向上感にはそれぞれ別
の要因が貢献している可能性を示唆してい
る。相関関係から推測すると，スピーチ練習
が「学級担任としての英語力」の向上に役立
つものであると感じることが，負担感をあま
り感じることなく取り組む上で重要といえ
そうである。したがって指導にあたっては，
本スピーチ練習の学級担任にとっての意義
が十分に理解されるよう伝えていくことが
肝要と考える。反面，自信の向上にはただ単
に学級担任として「どのように」英語を話し
たら良いかという伝え方の工夫が分かるだ
けでは不十分で，英語力そのものが向上して
いると感じることが重要と考えられる。 
 最後に，履修後に残る指導への不安につい
て調査を行った。本スピーチ練習を行った演
習科目の過去の履修者に行った同様の調査
結果と比較した結果（χ2検定により選択率に
年度による差があるかを検証した），自信の
英語力を最も不安と感じている学生の割合
は有意に減少した。 
 
表 2 履修後に残る「最も不安なこと」(%) 

 英語力 発音 
2012 
（N=107） 

49.5 13.1 

2013 
（N=126） 

28.6 11.1 

 
 以上の結果からスピーチ練習によって必
ずしも大多数が「教壇に立って英語を話すこ
とへの自信が向上した（不安が減った）」わ
けではなかったが，表 2の結果から指導への



不安の最大の要因として英語力を選択する
学生が 2012 年度の実践時と比較して有意に
減少しており，何らかの良い影響を与えるこ
とができたのではないかと推測する。 
 
 次に本研究の 2 つ目の検討課題である(2) 
「ALT役の外国人英語話者との T.T.による模
擬授業」の効果を検討した。 
 調査協力者の所属する大学では，これまで
外国語活動の指導法に関する演習科目にお
いて模擬授業を行ってきており，また複数の
指導者によるティーム・ティーチングでの模
擬授を行っていた。しかしながら，学生同士
で ALT 役と学級担任役を分担して行ってき
ており，実際の授業立案は共に協力して行っ
ていた。そのため，ALT役とはいえ，学級担
任役と同じレベルで実施する授業について
考え，理解しており，学級担任役が授業に詰
まった時には速やかに担任を助けたり，自ら
の担任のように児童に指示を出したりする
という現象が見られ，スムーズに授業が運ぶ
一方で ALT との実際の指導で起こり得る協
働の難しさを経験することができないとい
う課題があった。そこで本研究においては 5
週間に渡っておこなう模擬授業のうち後半 3
回を ALT役の英語母語話者（アメリカからの
留学生で，アメリカでの社会人経験および日
本で公立学校の英語授業に参加した経験の
ある学生）との模擬授業として実施した。 
 5週とも，模擬授業は 45分間で実施し，そ
の後 30分程度の協議の時間を設けた。後半 3
回の ALTとの模擬授業においては，打合せ時
間の確保が厳しい学校現場での状況を想定
し，授業計画段階での ALTとの協議や授業前
の時間をふんだんに使った打合せは「なし」
とし，模擬授業開始直前に 5分間の打合せ時
間のみを与えた。この打合せはマイクを使用
し，参観学生も様子を見ることができるよう
にした。今回は「体験」から学ぶこと，そし
てどのような学びを得るかを知ることを目
的としていたため，打合せの仕方について事
前に指導することは行わなかった。そのため，
ALTとの模擬授業の初回では，学生が英語に
つまり，ほとんど打合せができないまま 5分
が経過してしまったが，その様子から学んだ
2 回目以降のグループでは英語で書かれた資
料を用意する，アクティビティで使用する実
際の教材を見せながら説明する，等の工夫が
見られた。 
 なお，模擬授業に先立って，外国語活動を
指導することへの不安を尋ねる自由記述調
査および指導への「自信」を尋ねる質問紙調
査（全 19 項目，4 件法）を実施しており，5
回の模擬授業終了後にも，事前調査において
使用した「指導への自信に関する質問 19 項
目（4件法）」および，事前に収集した不安に
する自由記述から作成した「指導への不安に
関する質問 12項目（4件法）」，さらには ALT
との「授業前打合せ」および「模擬授業」か
らどのようなことを学んだかを尋ねる自由

記述による質問紙調査を実施した。 
 事前の不安を尋ねる自由記述調査にお
いて最も多くの記述が得られたのは「指導案
を書けるか」に関する不安であった。外国語
活動の授業を全く行ったことがない段階で
あることを考えると，ある意味当然の結果で
あったともいえるだろう。次に多かったのは
「ALTの先生とコミュニケーションが図れ
るか」に関する不安であり，具体的には，「ALT
とコミュニケーションがとれるか」「ALTと
の意思疎通を上手く行えるか」など，授業以
前にコミュニケーションがとれないのでは
ないかという不安が多く挙げられていた。3
番目に多かったカのは「自分自身の発音」に
関する不安であり，「正しい英語の発音がで
きるか」「英語の発音が児童の手本となるの
かどうか」など，正しく手本になるような発
音ができないのではないかという不安が多
く挙げられた。これらの結果からは，うまく
授業を構成できるかという不安に加え，ALT
とのコミュニケーションや，英語力・発音に
関する不安を抱いている者が多かったとい
える。この結果は，先行研究における現職教
員の課題意識と通ずるものであり，これらの
不安感解消への取り組みは改めて重要な課
題といえると考えた。 
さらに，この自由記述では，1人の参加者
が複数の不安を挙げている。そこで，本研究
が焦点を当てている「ALTとのコミュニケー
ション」に関する記述をした者が，他にどの
ような不安を同時に挙げたかを調べた。その
結果，ALTとのコミュニケーションに関する
不安を挙げた者の 29.7％が，「自分自身の英
語力」に関する不安を挙げていた。また，「自
分自身の発音」に関する不安を挙げた者も
22.2％いた。このように，ALTとのコミュニ
ケーションに関する不安と同時に英語力や
発音の不安を挙げた者が多かったことから
推測すると，ALTとのコミュニケーションに
関する不安は，英語力への不安に基づいてい
る部分が多いと考えられる。また，ALTとの
コミュニケーションに関する不安を挙げた
者の 25.9％が，「指導案を書けるか」に関す
る不安を挙げていた。指導案に関する不安は，
全体で最も多く挙げられた不安であるため，
同時に挙げた者が多いのは当然といえる。た
だし， ALTとのコミュニケーションに不安
があれば，授業をうまく進めることができな
いのではないかという不安を持ちやすいと
いう可能性はあり，一部は関連していた可能
性もある。すなわち，ALTとのコミュニケー
ションに関する不安を減少させることによ
り，授業を計画したり授業を流れに沿って進
めたりすることに関する不安も減少させら
れる可能性はあると考えた。 
 また，事前の指導への自信に関する調査で
は，最も得点が低かったのが全て ALTとの指
導に関する事項であった。以下は自信が低か
った上位 3項目である。 
1位「ALTとの打合せで，授業の概要を英語



で説明できる」 
2位「ALTの話した内容が児童に伝わってい
ない時，どう対応すればよいか分かって
いる」 

3位「ALTとの打合せで，ALTにして欲しい
ことを説明できる」 

 これらは ALT との連携の中でも特に英語
力を要する事項や，臨機応変に英語を使用す
る必要がある場面についての自信が低いこ
とが見てとれる。これらの結果から，模擬授
業前の全体的な学生の状況として，ALTとの
英語でのコミュニケーションに自信がなか
ったことがうかがえた。 
 模擬授業を経ての事後調査では，自信に関
する全ての項目において均評定値が高くな
っており，いずれの項目においても，事前事
後の差は統計的に有意であった。よって，い
ずれの観点においても模擬授業の効果が見
られたと考えられる。 
 事前調査で自己評価の低かった項目をみ
ると，下位 7項目のうち 6項目は，「ALT」と
いう言葉を含む項目であった。「ALT」という
言葉を含む項目のうち，「ALT と一緒に会話
のデモンストレーションを示すことができ
る」は比較的自己評価が高いが，それ以外の
6 項目についてはいずれも，自己評価の低い
項目であったということになる。そして，
「ALTとの打ち合わせで，授業の概要を英語
で説明できる」「ALT の話した内容が児童に
伝わっていない時，どう対応すればよいか分
かっている」「ALT との打ち合わせで，ALT
にして欲しいことを説明できる」「授業中，
ALTに指示を出すことができる」の 4項目に
ついては，事後調査において得点は上昇した
ものの 3.0 未満にとどまっており，他の項目
に比べて自信が低いという結果であった。 
 一方，児童に対して英語での指示を与える
ことに関する項目については，逆に，事前・
事後とも得点が高かったといえる。具体的に
は，「授業の始まりのあいさつを英語ででき
る」「曜日，日付，天気の確認を英語ででき
る」「児童に英語で指示を出すことができる」
といった項目である。これらの項目は，授業
中に児童に対して英語で話すことができる
かを問う項目であったため，児童に対して使
う英語に関しては，学生の自信は比較的高い
といえるだろう。 
 また，ALTとの模擬授業を実際に授業者と
して体験した学生と，参観のみであった学生
とで自己評価に差があるかを検討したが，ほ
とんどすべての項目において両群に差は見
られなかった。このことから，実際に模擬授
業を行わなくとも，参観（児童役として参加）
することを通して授業者と同様の学びを得
ることができると推察される。 
 
４．研究成果 
 本研究の結果から，(1) 外国語活動の指導
に必要な英語力の育成を目指した「指導者と
しての英語スピーチ」および(2) ALT 役の外

国人英語話者との T.T.による模擬授業のいず
れも学生の自信向上に一定の効果があるこ
とが示された。特に ALTとの模擬授業につい
ては，実際に日本語を話さない ALT（今回は
ALT役の留学生であった）との T.T.体験を通
さないと気づけなかったことがあったとの
記述が多く得られ，履修者だけでの模擬授業
では得られない学びであったといえると考
える。具体的には，多くの学生が「授業中に
ALTが手持無沙汰な様子であった」ことに関
する記述を挙げていた。これは学生同士が 2
人の指導者役を行う場合にはなかなか発生
しない状況であり，本体験によって，十分な
役割の検討や打合せでの共通理解がないと，
ALTが授業中に役割を見失い，手持無沙汰に
なってしまうことが具体的イメージをもっ
て理解されたと考える。 
 ALTとの T.T.への不安には，協働場面にお
いて求められる英語力が関わっていると考
えられ，またスピーチ練習の調査から明らか
になったように自信向上には「どのような話
し方をしたら児童に伝わるか」の方法が分か
るだけでなく「一般的な英語力向上」が必要
であることが本研究から明らかになった。よ
って，これからの教員養成において，学級担
任としての指導技術や Teacher Talkの在り方
を学ぶことに加えて，英語力そのものの底上
げも学生の指導への不安解消にとっては重
要な課題と捉え，養成課程での指導に反映さ
せていきたいと考える。 
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